
近畿大学・総合社会学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４４１９

基盤研究(C)（一般）

2022～2017

日本と中国の地域資源をいかした都市・農村間連携モデルと持続可能コミュニティの創出

Creation of a model for urban-rural partnerships using local resources and 
sustainable communities in Japan and China

００３１９８９９研究者番号：

藤田　香（Fujita, Kaori）

研究期間：

１７Ｋ０２０５５

年 月 日現在  ５   ６ １４

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：本研究では日本と中国の地域資源をいかした都市・農村連携モデルと持続可能コミュ
ニティの創設について研究した。文献調査、国内外の実地調査をもとに、論文執筆ならびに国内外の学会で報告
した。貴州師範大学の研究者を招聘し、国際ワークショップを開催し、研究ネットワークの構築と研究成果の社
会的還元をおこなった。コロナ禍による研究期間延長中は、科学研究費助成事業新学術領域研究（提案型）『学
術研究支援基盤形成』地域画像デジタルライブラリによる支援を受け、地域調査の記録写真を「中国西部内陸地
域の自然・文化・社会・経済」写真コレクションとして、データベース化し、広く社会に公開し、研究成果の社
会的還元に着手している。

研究成果の概要（英文）：In this study, we researched Creation of models for urban-rural partnerships
 using local resources and sustainable communities in Japan and China. Based on the literature 
survey and domestic and international field surveys, we wrote papers and presented our research 
results at domestic and international academic conferences. We invited researchers from Guizhou 
Normal University and held an international workshop to build a research network and return research
 results to society.
During the extension of the research period due to the Corona Disaster, with the support of the 
Digital Library of Regional Images of the Grant-in-Aid for Scientific Research on Innovative Areas, 
Formation of Infrastructure to Support Academic Research, the project has begun to return research 
results to society by creating a database of photographs documenting regional surveys as the "
Nature, Culture, Society, and Economy of the Western China Inland Region" photo collection and 
making them available to society.

研究分野： 地域研究、持続可能社会論、環境経済学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、中国貴州省少数民族地域における実地調査について、現地研究者やNPOの協力により、
関係者ならびに村人から直接情報収集を行い研究をすすめた点にある。また海外研究者を招聘し、国際ワークシ
ョップを開催し、研究ネットワークの構築と研究成果の社会的還元をおこなったこと、コロナ禍による研究期間
延長中に科学研究費助成事業新学術領域研究（提案型）『学術研究支援基盤形成』地域画像デジタルライブラリ
による支援を受け、地域調査の記録写真を「中国西部内陸地域の自然・文化・社会・経済」写真コレクションと
して、データベース化し、広く社会に公開し、研究成果の社会的還元に着手した点に社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
持続可能な社会あるいは持続可能なコミュニティの構築に向けて、わたしたちは何をすべき

か。地域の疲弊は自然資本に依存し、時として厳しい自然環境への適応を求められていた地域に

とっては、地域コミュニティの衰退が自然資本の劣化を導くことから、森林、水、流域といった

自然資源を維持管理するためには、地域社会を持続可能にすることが何よりもまず求められる

（環境面）。また、人と自然の境界線を意識しつつ、地域住民が安心して暮らせる自律したコミ

ュニティをいかに住民主体となって構築していくかについて、自然環境の脆弱性、社会環境の変

化を前提としたうえで、社会政策上の公正と効率、合理性、安定性といった視点から検討すると

ともに地域の経済的自立の方法を探究することが重要である（経済面）。こうした地域の持続可

能性を考える場合には、コミュニティのあり方をとらえなおす必要がある。 

戦後日本は、高度経済成長期を経て、都市の過密化と農山村の過疎化といった地域の不均等発

展をもたらした。とりわけ農山村における地域間格差は、現代的貧困が重層的に蓄積されている。

また人口減少、高齢化、少子化を背景とした地域の疲弊は、従来から議論されてきた過疎問題や

それに派生する地域社会の弱体化にもかかわり、同様の現象は中国をはじめとした東アジアの

急速に経済発展を遂げた地域にも共通である。申請者らはこれまで地域の持続可能性に着目し、

継続して研究を続けている。また研究代表者は『貧困・環境と持続可能な発展』（2011、勁草書

房）を基盤研究 B「中国貧困省の持続可能な発展に向けた社会経済学的研究―貴州省の典型地域

研究」の研究成果として公表している。こうした研究成果は、環境変化の中での地域の課題解決

を目的としたものであるが、本研究はこれらを発展させ、地域の持続可能性と経済的自立の両立

について実地調査をもとにそのモデル創出を行うものである。 

本研究は、地域社会の疲弊が地域の文化や伝統の維持を困難にしている点、地域の持続可能性

を議論する際には、地域の経済的自立が欠かせない点の双方に着目している。従来の地域研究は、

社会動態の変化や地域コミュニティの形成といった社会学的なアプローチや財政的、地域の産

業分析等の経済学的なアプローチが主流であった。本研究では（地域）社会および経済、環境を

リンクさせ、地域、環境、社会問題に関する人々の実践と政策の相互作用について、日本のみな

らず中国も対象として実地調査による複数の事例の比較検討による経済社会学的アプローチを

総合的に行う点が斬新である。また社会・環境政策から地域社会支援まで、多層な政府レベルと

地域、企業と地域、NGO あるいは NPO と地域、都市部と農村部といった多様な地域の協働や連携

のあり方に着目し、その実践過程で獲得した知識や知見、ノウハウ等を比較検討することで、い

かに他地域にその政策をいかし、社会的問題の解決につなげていくか、という明確な問題意識に

立つ政策研究である。 

 
 
２．研究の目的 
近年、社会的課題をビジネスで解決するソーシャルビジネス（社会的企業）が注目されている。

本研究では、日本と中国の地域資源をいかした都市・農村間連携モデルと持続可能コミュニティ



を創出するにあたり、地域の課題解決を目指す人々の実践過程に着目する。 

地域の持続可能性は、同時に地域が経済的に自立することで可能となる。本研究では、実践を

通してこうした取り組みを行う日本と中国の諸事例について、参与観察を含む実地調査によっ

て比較検証しながら、社会経済学的アプローチによる都市・農村連携モデルの創出を行う。本研

究成果は、社会的課題の解決と経済的自立の両立を目指す、現場主義に立つ地域活性化政策を促

すとともに、同分野におけるフレームワーク形成と地域間連携・国際協力の展開を促進する知的

基盤となる。 

 
 
３．研究の方法 
社会動態の変容と地域社会の衰退については、これまで経済学や社会学などで議論されてき

たが、こうした社会構造全体における地域社会の変容を再認識し、歴史的・比較文化的分析、あ

るいは文化人類学の視点を加え、持続可能なコミュニティと地域の経済的自立の両立に向けた

本格的な比較事例分析はない。応募者らはそれぞれの専門分野をいかし、これまで日本国内にお

ける都市―農村連携モデル（藤田）や日本の都市と中国の農村における連携モデル（大塚・松永・

山田）に関連する研究の蓄積がある。加えて、中国少数民族地域を拠点にした新たな都市―農村

連携モデルを探求している暁冬教授（中国・貴州師範大学）からは、研究協力者として本研究課

題に参加していただいた。こうした現場主義に立つ地域研究をすすめることで、急激に進行する

都市化と少子高齢化の流れのなかで、地域が抱える課題を明らかにし、その解決策を提示するこ

とは、今後、経済発展し、都市化および都市化が進行する地域においても示唆的である。 

本研究では社会経済学的アプローチによる都市・農村連携モデルの創出を行う。具体的には以

下の三つの連携モデルの創出をめざした。第一に日本国内における都市―農村連携モデルであ

る。第二に日中間の連携について、日本の NGO・緑の地球ネットワークによる地域資源の保全・

再生、アンズの植樹等による貧困対策支援や日本の経験を参照しながら新たな都市農村間連携

の萌芽が見られる、大地の会による中国におけるグローバル・マーケットとの接続を先行事例と

した日本の都市と中国の農村における連携モデルの実地調査とその検証である。第三に、中国国

内における都市―農村連携モデルについて貴州省苗族の伝統文化継承のためのマイクロ・ファ

イナンスの取り組み事例である。以上の三つのモデルの参与観察を含む実地調査によって、社会

経済学的アプローチによる都市・農村連携モデルの創出を試みた。 

 

４．研究成果 
研究実施期間を通じて、文献調査として、各研究メンバーが分担して、電子データベースや関

連学会会員の出版書籍、学術論文等を渉猟し、先行事例研究のサーベイと最新研究動向の把握を

行った。また研究会を実施することで、研究報告や実地調査の成果についての情報共有や次年度

の研究計画の見直しならびに研究成果の公表等について十分な議論ができた。 

年度ごとの研究成果は以下に示すとおりである。 

平成 30 年度は実地調査として、国内では伝統工芸に関する調査として京都西陣織工業組合、

国外では中国広州における研究交流ならびに中国貴州省の少数民族地域を対象とした地域調査



ならびにヒアリングを行った。中国貴州省における地域調査では、住民や住民組織、NGO・NPO、

地方政府関係者や大学研究者等から実施し、資料収集ならびに情報整理を行った。今年度の調査

においては地方政府関係者ならびに現地研究者や NPO の協力により、本研究課題である地域の

課題解決と経済的自立をめざしたいくつかのモデル、非物質文化の継承、例えば、紙漉きや銀細

工、芦笙の伝承やミャオ族の藍蝋染めをめぐるソーシャルビジネスとしての萌芽的取り組みに

ついて、関係者、伝承人、村人から直接情報収集できたことを評価したい。 

平成 31年度(令和元年度）は①国際開発学会（国内）ならびに東アジア環境経済資源学会（国

外：北京大学）において、口頭報告をおこなった。②研究協力者である任暁冬教授（貴州師範大

学（中国））を招聘し、実地調査として、国内（京都、奈良、岡山（倉敷））において伝統工芸と

社会的企業に関する地域調査ならびにヒアリングをおこなった。③任暁冬教授（貴州師範大学

（中国））と落合雪野教授（龍谷大学）を発表者とした国際ワークショップを企画、開催し、研

究ネットワークの構築と研究成果の社会的還元をおこなった。平成 31年度(令和元年度）の調査

においては本研究課題である地域の課題解決と経済的自立をめざしたこれまでの中国における

いくつかのモデル、非物質文化（伝統文化）の継承について日中の比較をおこなうことができた。

これらの成果として、これまでの調査結果を中心に共同執筆による論文を学術誌（査読あり）に

公表した。 

令和 2年度は①国際開発学会（国内）において、口頭報告をおこなった。②本プロジェクトが

科学研究費助成事業新学術領域研究（提案型）『学術研究支援基盤形成』地域画像デジタルライ

ブラリによる令和 2年度公募プロジェクトに採択され、本研究による地域調査の記録写真を「中

国西部内陸地域の自然・文化・社会・経済」写真コレクションとして、デジタル化、データベー

ス化することで、広く社会に公開し、研究成果の社会的還元を行う準備に着手した。令和 2年度

は新型コロナウイルス感染症の拡大状況により国内外の地域調査が実施できなかったが、本研

究課題である地域の課題解決と経済的自立をめざしたこれまでの中国におけるいくつかのモデ

ル、非物質文化（伝統文化）の継承について、これらの成果として、これまでの調査結果を中心

に③IDE スクエア（IDE-JETRO（日本貿易振興機構アジア経済研究所）におけるコラムの執筆を

行った（「中国貴州・ミャオ族の村々から」第 1回 藍染の村（1） / 山田 七絵 2020/10/27、

第 2回 藍染の村（2）―文化と市場をつなぐ人々 / 藤田 香 2020/12/28、第 3回 藍染の村

（3）―支援する人々 / 大塚 健司 2021/02/15）。 

令和 3年度は採択された科学研究費助成事業新学術領域研究（提案型）『学術研究支援基盤形

成』地域画像デジタルライブラリによる令和 2年度公募プロジェクトの支援を受け、本研究によ

る地域調査の記録写真を「中国西部内陸地域の自然・文化・社会・経済」写真コレクションとし

て、デジタル化、データベース化することで、広く社会に公開し、研究成果の社会的還元を行う

準備を継続して実施した。令和 3 年度も令和 2 年度同様に新型コロナウイルス感染症の拡大状

況により国内外の地域調査が実施できなかったが、本研究課題である地域の課題解決と経済的

自立をめざしたこれまでの中国におけるいくつかのモデル、非物質文化（伝統文化）の継承につ

いて研究成果の公表等についての情報共有について十分な議論を行い、これらの成果として、こ



れまでの調査結果を中心に IDE スクエア（IDE-JETRO（日本貿易振興機構アジア経済研究所））に

おけるコラムの執筆ならびに学会誌への投稿を行った（コラムの執筆：「中国貴州・ミャオ族の

村々から」第 4 回 村の匠たち（1）―無形文化遺産の保護と「伝承人」/ 山田 七絵、第 5 回 

村の匠たち（2）―文化を受け継ぐ人々/ 山田 七絵、第 6回 村のごちそう/ 山田 七絵、学会

誌への投稿：藤田香（2021）「「貴州蝋染」の保全と継承における越境的実践」『国際開発研究』

第 30 巻第 2号）。 

令和 4年度は引き続き、採択された科学研究費助成事業新学術領域研究（提案型）『学術研究

支援基盤形成』地域画像デジタルライブラリによる令和 2 年度公募プロジェクトの支援により、

本研究による地域調査の記録写真を「中国西部内陸地域の自然・文化・社会・経済」写真コレク

ションとして、デジタル化、データベース化することで、広く社会に公開し、研究成果の社会的

還元を行う準備を継続して実施した。また令和 4 年度も令和 2 年度、令和 3 年度度同様に新型

コロナウイルス感染症の拡大状況により国外での地域調査が実施できなかったが、令和 4 年度

は本研究課題である地域の課題解決と経済的自立をめざした取り組みについて、国内調査の実

施を再開することができた。 

研究期間全体を通じて、本研究課題を中国貴州師範大学との共同研究の中で推進し、スタディ

ーツアーや国際セミナーを通じて社会に還元することができた。またこれまでの中国における

いくつかのモデル、非物質文化（伝統文化）の継承について研究成果の公表等についての情報共

有について十分な議論を行い、これらの成果として、新型コロナウイルス感染拡大前までの調査

結果を中心に IDE スクエア（IDE-JETRO（日本貿易振興機構アジア経済研究所））におけるコラム

の執筆ならびに学会誌への投稿を行うとともに関連する学会において研究発表も行っている。 

本研究では、新型コロナウイルス感染症の拡大状況により国内外での地域調査が実施できな

かったため、研究実施期間の延長を余儀なくされたが、実践を通してこうした取り組みを行う日

本と中国の諸事例について、参与観察を含む実地調査によって比較検証しながら、社会経済学的

アプローチによる都市・農村連携モデルの創出を一定行うことができた。また本研究成果は、社

会的課題の解決と経済的自立の両立を目指す、現場主義に立つ地域活性化政策を促すとともに、

同分野におけるフレームワーク形成と地域間連携・国際協力の展開を促進する知的基盤となっ

た。加えて令和 2 年度に採択された科学研究費助成事業新学術領域研究（提案型）『学術研究支

援基盤形成』地域画像デジタルライブラリによる令和 2年度公募プロジェクトの支援により、本

研究による地域調査の記録写真を「中国西部内陸地域の自然・文化・社会・経済」写真コレクシ

ョンとして、デジタル化、データベース化することで、広く社会に公開し、研究成果の社会的還

元を行うことは大きな成果である。 
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